
　
市
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加

入
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加

入
者
の
健
康
管
理
の
た
め
、
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
前
年
度
こ
の
事
業
で

脳
ド
ッ
ク
を
受
け
た
方
は
、
今
年

度
の
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
場
合
は
、

今
年
度
の
特
定
健
診
ま
た
は
一
般

健
診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
を
滞
納
し
て
お
ら
ず
、

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

①
国
保
加
入
者
で
４
月
１
日
に
資

格
が
あ
る
40
歳
以
上
の
方
（
平

成
30
年
度
中
に
40
歳
に
な
る
方

を
含
む
）

※

　
４
月
２
日
以
降
に
市
国
保
に

加
入
し
た
方
は
、
今
年
度
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
受
診
決

定
後
で
も
国
保
か
ら
他
の
保
険

に
加
入
し
た
方
は
、
受
診
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
保
健
医
療
課
へ

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

　　
健
診
（
検
診
）
専
用
電
話
へ
。

電
話
で
の
申
し
込
み
が
困
難
な
方

は
、
保
健
医
療
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※

　
受
付
初
日
は
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☎

２
１
５
３
で
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
電
話
番

号
以
外
で
の
予
約
は
で
き
ま
せ

ん
。

　○
市
国
保
加
入
者

　
４
月
12
日
㈭
〜
27
日
㈮

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

　
４
月
５
日
㈭
〜
27
日
㈮

※

　
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を

締
め
切
り
ま
す
。

健
診
（
検
診
）
専
用
電
話

☎

２
１
５
５

対

　象

申
し
込
み

申
込
期
間

申
し
込
み

後
の
流
れ

検診機関の受入数により、
受診希望月での決定が
できない場合があります。
ご了承ください。

なが～く元気でいるための健康ゾウ進のおはなし

人間ドック･脳ドックの
申込受付

①
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
受
診
決
定
通
知
を
郵
便

で
受
け
取
る
。

　（
５
月
下
旬
ご
ろ
）

②
受
診
す
る
検
診
機
関
に
受

診
し
た
い
日
付
を
連
絡
す

る
。（
検
診
機
関
に
よ
っ

て
は
、
あ
ら
か
じ
め
決

ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

③
受
診
日
に
検
診
機
関
で
受

診
す
る
。（
保
険
証
と
別

途
送
付
す
る

受
診
券
を
必

ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
）

④
検
診
結
果
が
お
よ
そ
１
カ

月
後
に
届
き
ま
す
。

問い合わせ 保健医療課 ☎２１５３

市 国 保
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※１　追加で他の検診を受けられる方や所定の検査方法を変更される場合は、別途料金がかかります。
※２　アルパーク検診クリニックで脳ドックを受診する場合は、人間ドックも同日受診することが前提です。
※３　検診機関によって、実施できない項目もあります。

人間ドック・脳ドック実施医療機関
人間ドック 脳ドック

国保500人　後期100人
8,000円（※１）

○
○
○
○
○
○
○

受診期間
定員

自己負担額
アルパーク検診クリニック
環境保健協会
がん健診センター　大野
ＪＡ廣島総合病院
西広島リハビリテーション病院
広島西医療センター
大和橋医院

健診項目（※３）
詳しい検査内容は市ホームページを

ご覧ください

・身体計測
・循環器系検査
・消化器系検査
・呼吸器系検査
・肝機能検査

・頭部 MRI
・MRA
・問診

・腎機能検査
・貧血検査
・血糖・血中脂質検査
・尿検査
　など

国保250人　後期50人
8,000円

　　　  ○（※２）
○
○
○
×
○
○

6月1日㈮～平成31年２月28日㈭

検
診
機
関

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
制
度
が

  

大
竹
市
単
独
か
ら
広
島
県
と
の
共
同
運
営
へ

問
い
合
わ
せ 

保
健
医
療
課 

☎

２
１
４
１

　
市
町
村
で
運
営
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、「
年
齢
構
成
が
高
く
医
療
費
水
準
が
高
い
」「
所
得

水
準
が
低
く
保
険
料
の
負
担
が
重
い
」「
財
政
基
盤
が
弱
く
、
制
度
運
営
が
困
難
な
市
町
村
も
あ
る
」
と
い
う
構

造
的
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
国
民
皆
保
険
を
将
来
に
渡
り
続
け
て
い
く
た
め
、
全
国
的
に
４
月
か
ら
都
道
府

県
と
市
町
村
で
共
同
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
被
保
険
者
証
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
　
現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
、
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
８

月
１
日
以
降
は
県
内
統
一
の
「
広

島
県
」
と
記
載
さ
れ
た
被
保
険
者

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
保
険
料
の
金
額
や
納
付
方
法
は

ど
う
な
る
の
？

Ａ
　
広
島
県
が
示
す
標
準
保
険
料
率

な
ど
を
参
考
に
市
が
保
険
料
率
を

定
め
、
保
険
料
を
賦
課
・
徴
収
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
が
決

め
た
納
期
、
納
付
方
法
で
納
付
し

ま
す
。　

　
　
広
島
県
で
は
、
被
保
険
者
の
負

担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

将
来
的
に
は
、「
同
じ
所
得
水
準
・

世
帯
構
成
で
あ
れ
ば
、
県
内
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
同
じ
保
険
料
」

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
高
額
療
養
費
は
引
っ
越
し
て
も

通
算
で
き
る
の
？

Ａ
　
４
月
以
降
は
、
県
内
の
他
の
市

町
に
引
っ
越
し
た
場
合
で
も
、
引

越
前
と
同
じ
世
帯
で
あ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
れ
ば
、
高
額
療
養
費
の

該
当
回
数
が
通
算
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
　
県
が
窓
口
に
な
る
の
？

Ａ
　
国
民
健
康
保
険
の
加
入・脱
退
・

賦
課
・
納
付
相
談
と
い
っ
た
窓
口

は
、
引
き
続
き
身
近
な
大
竹
市
役

所
で
す
。

Ｑ
　
何
か
手
続
し
な
い
と
い
け
な
い

の
？

Ａ
　
被
保
険
者
が
制
度
の
見
直
し
で

手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

13 OTAKE 2018（平成30）.4


